
Ｍマガジン・サポーター（店舗情報の詳細は「音楽好きな友の会」公式ウェブサイトにてご確認下さい）
●公共機関
・区役所
・会館
・会館
・会館
・郵便局
・郵便局
・郵便局
・郵便局
・放送局
●元住吉西口（ブレーメン通り／井田中ノ町商店街通り）
・音楽教室
・花屋
・鉄板焼
・ヘアサロン
・カフェ
・果物
・パン
・コーヒー専門
・イタリア料理
・カイロ、整体
・音楽教室
・コインランドリー
・理容室
・接骨院
・ヘアサロン
・デザイン制作
・カフェ
・時計・貴金属
●元住吉東口（オズ商店街通り）
・サンドウィッチ
・介護センター
・お茶
・鍼灸院
・介護センター
・古本・ＣＤ
・調剤薬局
・飲み喰い処
・イタリア料理
・STEAK
・カフェ
・Gステーション
●元住吉近郊
・喫茶室
●武蔵小杉近郊
・喫茶店
・喫茶店
・紅茶専門店
●東横線沿線
・調剤薬局
・写真
・レストラン＆バー
・調剤薬局
・カフェレストラン
・ジャズ喫茶
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※上記サポーター記載は無料です。 

11 月号
November

中原区役所５Ｆなかはらっぱ 中原区小杉町3-245 Tel.044-744-3113
川崎市国際交流センター 中原区木月祗園町2-2 Tel.044-435-7000
川崎市生涯学習プラザ 中原区今井南町28-41 Tel.044-733-5560
かわさき市民活動センター 中原区新丸子東3-1100-12 Tel.044-430-5566
川崎井田郵便局 中原区井田中ノ町25-1 Tel.044-766-9724
川崎ブレーメン通郵便局 中原区木月1-31-5 Tel.044-455-1800
川崎木月郵便局 中原区木月住吉町11-12 Tel.044-411-9800
川崎木月大町郵便局 川崎木月大町郵便局中原区木月大町11-17 Tel.044-722-3617
かわさきFM 中原区小杉町1-403 武蔵小杉タワープレイスTel.044-712-1791

SouleaveMusic School 中原区木月伊勢町10-1三起ビル302 Tel.044-750-8992
Bianca 中原区木月1-26-19 Tel.044-422-7015
ゆうき亭 中原区木月1-28-16 Tel.044-434-6999
キャメルヘアーデザイン 中原区木月1-32-10 中嶋ビル1F Tel.044-872-7375
水谷珈琲 中原区木月1-32-16 1F Tel.044-577-4288
フルッチョ 中原区木月1-35-1 Tel.044-433- 3338
リップル 中原区木月3-10-20 Tel.044-863-6554
MUI （旧もとえ珈琲）中原区木月3-13-2 Tel.044-767-1368
オステリア ボッカーノ 中原区木月3-17-16 新井ビルB1F Tel.044-411-1003
ABCカイロプラクティック 中原区木月3-20-16 柳沢ビル1F Tel.044-434-4342
島倉 学ミュージックスクール 中原区木月3-35-1ART FLATS B1F Tel.044-567-5490
マンマチャオ元住吉店 中原区井田中ノ町4-1 メゾンアッシュTel.0120-027-217
Hair Salon Airs 中原区井田中ノ町5-3 関根ビル1F Tel.044-755-0273
井田名倉堂・栗山接骨院 中原区井田中ノ町6-27 Tel.044-766-0850
波照間 中原区井田中ノ町8-1 Tel.044-797-5692
アルケファクトリー 中原区井田中ノ町8-43  Tel.090-4362-5413
フォレストコーヒー 中原区井田中ノ町33-1 Tel.044-754-1156
つだとけいてん 中原区井田中ノ町33-2 Tel.044-766-6022

ベトナムウィッチThao' 中原区木月2-1-1 Tel.044-982-3299
みずたま介護ステーション元住吉 中原区木月2-2-3 メゾンミール元住吉 Tel.044-430-6963
金子園 中原区木月2-2-36 Tel.044-411-5877
和式整体＆整心の『響氣』 中原区木月2-3-35 住吉名店センター401 Tel.044-433-2880
ツクイ 中原区木月2-8-5MKビル1-B Tel.044-431-0027
凸っと凹っと 中原区木月2-10-3
綱島街道薬局 中原区木月2-16-10 Tel.044-750-0374
粋い仙ん 中原区木月2-20-47 Tel.044-411-8980
自在屋 中原区木月4-10-6 Tel.044-433-5644
ステーキグラム元住吉店 中原区木月住吉町7-7 Tel.044-433-4129
cafe OrangeBlue 中原区木月住吉町7-48-101
ENEOSダイヤ商事 中原区木月住吉町21-1 Tel.044-411-5863

シンフォニー 川崎市幸区矢上11-1 Tel.044-599-3499

Cafe TEMO（テモ） 中原区上小田中6-1-5 Tel.044-755-8234
Coffee Spot Life（ライフ） 中原区上小田中6-22-13 Tel.044-722-0024
Tea House ローズマリー 中原区小杉町3-70-4 ホーユウパレス1F Tel.044-733-1076

駒沢通り薬局 東京都目黒区中央町2-40-8 Tel.03-6412-7318
PHOTO SHOP 銀嶺 東京都港区六本木7-8-4 Tel.03-3408-5406
Public House ぴあにしも 川崎区小川町16-15ヒロサワビル103号Tel. 044-201-1668
オレンジ薬局川和町店 横浜市都筑区川和町1218-1F Tel.045-929-1005
カンファー・ツリー 横浜市中区海岸通1-1横浜貿易協会ビルTel.045-211-2200
マシュマロ 横浜市中区山下町214 巴里堂ビル2F Tel.090-2202-3294

11月  4日（日）13：30～
11月18日（日）13：30～
音友レコード倶楽部
フルッチョ２Ｆ 音友ハウス

11月11日（日）
元住吉の気軽な音楽会
街角ライブコンサート
第１部：13:30~15:30
高橋明子&永瀬晋
アコースティックJAZZライブ
第2部：18:30~20:30
浅井晴香
＆JAZZフレンドリー・ライブ
フルッチョ２Ｆ 音友ハウス

11月20日（火）12:10～
ランチタイム・ロビーコンサート
川崎市生涯学習プラザ

11月25日（日）13:00～
ふれあいアフタヌーンコンサート
川崎市国際交流センターホール

2018 

【ジャンゴ・ラインハルト】ベルギー生まれのジャズ・ミュー
ジシャン、ギタリスト。ロマ音楽とスウィング・ジャズを融合さ
せたジプシー・スウィングの創始者として知られる。短い生
涯の中で後世のミュージシャンに多大な影響を与える多
くの傑作を発表した。やけどの影響で左手に麻痺が残っ
たため、メロディを弾く時は主に人差し指と中指で弦を押
さえ、薬指と小指はコードを弾く際に高音弦を押さえるの
に用いる程度であった。演奏は、技巧の面だけでなく表
現力の面でも評価が高い。フィンガー・ビブラートは「ギ
ター界で最も叙情的」と評された。（ウキペディアより）
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●お問い合わせ川崎市国際交流センター

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室企画情報係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41●出演：

妃城みれい（キシロミレイ）
●プロフィール：
4歳よりエレクトーン、8歳よりピアノ、
12歳よりフルートを始め、15歳でヤ
マハ演奏グレード5級を取得。音楽
事務所のオーディション合格を経て
都内レストラン等のピアノ演奏業務
に従事。2017年春より21世紀日
本生まれの弦楽器ヴィオリラのソロ
奏者として演奏活動を開始。

第71回 ランチタイム・ロビーコンサート

【曲目】(予定)
～ヴィオリラの音色で紡ぐ
           ミュージカルの名曲～
①踊り明かそう
②チム・チム・チェリー　
③シャル・ウィ・ダンス
④見上げてごらん夜の星を
⑤愛の讃歌
⑥オペラ座の怪人メドレー

11月20日（火） 12:00開場／12:10開演／12：40終演予定／料金：無料
どなたでも気軽に音楽を楽しめるアットホームなコンサート

川崎市生涯学習プラザ  １階ロビー

（後期）英語による国際理解講座 ～中上級者（16才以上）対象・英語による講義/Q&A（通訳なし）～
①11月10日（土）10:30～12:00
"From Mexico to Japan: getting out of ‘Comfort Zone’"
「メキシコから日本へ ～”Comfort Zone”を飛び出して見つけたもの」　
講師: Mr. Joel Castel (語学講師、国際理解教育教師)
②11月17日（土）10:30～12:00
"The Science of Beauty -less than an opinion"
「美の科学 ～個人的見解～」
講師: Mr. Carl Dubuc(2D/3D アニメーション製作者、国際理解教育講師)

③12月1日（土）10:30～12:00
"Food Culture of Sri Lanka"
「スリランカの食文化」
講師: Ms. Hana Mariyam Zarook (国際理解教育講師)
参加費：3,080円（3回分を事前に一括振込）
定員：40名（抽選）
申込：10月22日（月）までにEメールまたはFAXにて

日 時 2018年11月25日 日
          開 場13：30／開 演13：50（終了予定16：00）
場 所 川崎市国際交流センターホール
        川崎市中原区木月祇園町2-2 TEL.044-435-7000
出 演 1部／ゴスペルコーラススローヴォイス
     2部／ヴァイオリン田島華乃（共演：ピアノ片山裕子）
主 催 住吉地区社会福祉協議会 青少年福祉部

第16回 ふれあい
アフタヌーンコンサートに
田島華乃が出演します！

入場
無料

お問い合わせ:
社会福祉協議会事務所
TEL 044-722-5500

2部 田島華乃演奏予定曲
◎エルガー 「愛の挨拶」
イギリスの作曲家エドワード・エルガーの作
品12は、1888年に婚約記念に花嫁に
贈った曲で、エルガーの作品中では初期の
もの。エルガーはピアノ独奏用、ピアノと
ヴァイオリン用などいくつかのスコアーを残
した。またエルガーの作品の中では行進曲
『威風堂々』第1番や第4番に並んで有名
で、優美な曲想が幅広い支持を集め日本
人演奏家の間でも、とりわけ女流演奏家の
レパートリーとして人気の高い小品である。
◎エルガー 「朝のうた」
イギリス作曲家エドワード・エルガー作曲の
作品15-2は、1889年から1890年頃に作
曲された ヴァイオリンとピアノのための楽

曲。 エルガーは本作の旋律を1918年の
弦楽四重奏曲の第2楽章にも引用。 原曲
版と管弦楽版が最も知られるが、他に作曲
者自身によるチェロやヴィオラとピアノのた
めの編曲、オルガン版もある。 また楽曲『夜
の歌』作品15-1としばしば比較される。深
遠さは求めるべくもないが、清 し々い旋律の
魅力により人気を獲得している。
◎パッヘルベル 「カノン」
ドイツの作曲家、ヨハン・パッヘルベルが
1680年頃に作曲したカノ式の作品。「3つ
のヴァイオリンと通奏低音のためのカノンと
ジーグ ニ長調」 の第1曲。この曲は、パッ
ヘルベルのカノンの名で広く親しまれてお
り、パッヘルベルの作品のなかで最も有名

な、そして一般に知られている唯一の作品
である。クラシック音楽の入門曲、卒業式
や結婚式、離任式のBGMとしてもポピュ
ラー的に聞くことが多い。
◎シューマン 「トロイメライ（夢）」
ドイツの作曲家シューマンが1838年に13
曲から成るピアノ曲集『子供の情景』を作
曲。その中の代表作が第7曲「トロイメライ」
である。各種楽器用に編曲も幅広い。中声
部に複雑な和声進行をすることで幻想的
な音響を形成するのは作者の常であるが、
曲想と一致していて最も効果をあげた作
品。4小節の旋律が上昇・下降して聞きや
すく優しい夢見るようなメロディーラインを
作っている。

元住吉の気軽な音楽会・街角ライブコンサート
日時：2018年11月11日(日)
★第１部：高橋明子&永瀬晋アコースティックJAZZライブ
開場：13：00／開演13:30／終演予定：15:30
出演：高橋明子（ヴォーカル＆キーボード）、 永瀬 晋（ギター）

★第２部：浅井晴香＆JAZZフレンドリー・ライブ
開場：18：00／開演：18:30／終演予定：20:30
出演：浅井晴香（ヴォーカル）、松本泰夫（ウッドベース&ボーカル）、永瀬 晋（ギター＆ベース）
       﨑村純弥（カホン）
参加費：1部、2部 各：￥1,500
場所：共に「音友ハウス」

浅
井
晴
香

※今月の「ママのおひざで聴くヴァイオリンコンサート」、「かののかい」は都合によりお休みさせていただきます。

セッションタイムあり
楽器と譜面をお持ちになって
参加して下さい♪



ン・ツアー参加時に意気投
合し、１９７５年にこの『モ
リッシー・マーレン』をグルー
プ結成した事は 自然の成
り行きだったかもしれませ
ん。 その後１９８８年に7枚
目のラスト・アルバム「ハッ
ピー・アワー」発表までグ
ループを継続しました。 今
回はその７枚のアルバムよ
りピックアップして１０曲ほ
どをかけましたが、なかでも４
枚目「ライフ・オン・ザ・ワイ
ヤー」（写真①）と 5枚目 
「イッツ・アバウト・タイム」
（写真②）は女性ボーカル
が入り、私が好きな絶頂期
の作品で現在カプリングさ
れＣＤで発売されています。 
このグループ特色は何と
言ってもディック・モリシー

　9月の開催は両日とも私
が担当で進行。今後の軽
音楽もテーマを決めて開催
しディスクジョッキーは私が
担当します。最初の栄えあ
る軽音楽(Light Music)第
１回目は、１９７０年代後半
より１９８０年代に一世を風
靡したブリテイシュ・ジャズ・
ファンク・グループの中より
私が好きだった『モリッ
シー・マーレン』というグルー
プの特集をしました。 当時
流行っていた『シャカタク』、
『レベル４２』などと同様な
音楽で簡単に言うとダンサ
ンブルなリズムに乗せたダ
ンス・ミュージックです。 ま
ずはこのグループのリー
ダーである二人の音楽経
歴から紹介していきます。 

元々、ジャズ・ミュージャシャ
ンでソニー・ロリンズの様に
バリバリ吹きまくるジャズ・
テナー・マンであったデイッ
ク・モリシー（テナー・サック
ス）は何故か１９６８年に 
ジャズ・ロックグループ『イ
フ』を結成し、７枚のアルバ
ムを発表後に解散。片や
ウェス・モンゴメリー系の素
晴らしいギターを弾くジム・
マーレン（ギター）は昔、『ア
ヴェレージ・ホワイト・バン
ド』の一部のメンバーとバン
ドを組んでいたり、 『ブライ
アンオーガーズ・オブリヴィ
オン・エクスプレス』、『ココ
モ』というジャズ・ロックグ
ループに在籍していました。 
この二人が『アヴェレージ・
ホワイト・バンド』のアメリカ
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　ラジオが好きです。通勤
の車中では毎日インター
FM894を聴いています。以
前、お気に入りのDJのひと
り、ピーター・バラカンさんの
番組で、『Music to stay 
home for』と言うコーナー
がありました。「家に居る時
間を快適にする為の音楽」
とでも訳せば良いのかな？
今日は私もそんな趣旨で、
秋の夜長、自宅のオーディ
オでゆっくりと楽しむのに
ピッタリなアーティストを選
んでみました。
　今回ピックアップしたの
は1934年、アメリカ、ピッツ
バーグ生まれのテナー・サッ
クス奏者スタンリー・タレン
タインです。彼のテナーの
魅力と言えば、男らしく豪快
なトーンで堂々と吹きまくる
ところではないでしょうか。小
難しい事は抜きにして、ひた
すらストレートに力強くブ
ローする姿に心を奪われて
しまいます。
　まず１枚目にご紹介する
のは、彼の初リーダーアル
バムにして、既にスタンリー
節満載の傑作「LOOK  
OUT」（写真①）。タイトル
曲である１曲目“Look Out”

から素晴らしいショーが始ま
ります。何と言うか、昔、ジャ
ズ喫茶に入ると、そこでか
かっていたような曲です。太
いテナーが響き渡り、歯切
れ（？）の良いフレーズのオン
パレードで期待を裏切りませ
ん。2曲目“Journey Into 
Melody”は打って変わって
スローなバラード。白黒のフ
ランス映画で男女が季節外
れの海岸を散歩している時
にバックで流れているよう
な、そんな切なく綺麗なメロ
ディーです。そして１番のお
気に入りは6曲目”Minor 
Chant”。マイナー調のテー
マから続くアドリブがスムー
スでメロディーの洪水です。
そしてこのアルバムはバック
のリズムセクションが素晴ら
しい！特にピアノのホレス・
パーランは独特で、闇の奥
底から湧き上がってくるよう
な、重くおどろおどろしいピ
アノは誰にも真似できない
迫力です。ベースのジョー
ジ・タッカーもかなり強烈な
ので油断しているとやられ
ちゃいますよ。
　2枚目にご紹介するのは
1962年録音、「THAT‘S 
WHERE IT’SAT」（写真

②）。1枚目よりソウルフル
でアーシーな雰囲気です。
このアルバムの聴きどころ
は何と言ってもピアノのレ
ス・マッキャン。彼の作曲も
4曲あって、特に1曲目
“Smile, Stacey”はファン
キーでゴキゲンな仕上がり
です。そして、是非聴いて欲
しいのは6曲目“Light Blue
“。この曲はとにかく隅から
隅までカッコ良い。レス・マッ
キャンのアドリブも素晴らし
い！一見どこにでもあるよう
な何気ない演奏なのです
が、何度も聴いていると、歌
心がありクールでファンキー
で、しみじみ良いのです。こ
の1分間のアドリブだけで
彼のファンになってしまいま
した。尚、私のCDではこの
曲の別テイク入っているの
ですが、それがまたまたイカ
シテいて、完成度は本テイ
クに譲りますが、時々キラリ
と輝くようなフレーズやプレ
イが出てきてハッとさせられ
ます。
　最後にご紹介するのは、
1973年録音「DON'T
MESS WITH MISTER 
T.」（写真③）。CTIレーベル
の作品の為、かなり売れ線

松波陽介私とジャズ連載26 ４ビートに首ったけ連載23 長谷部  徹 
地元マスターのジャズ談話

BIANCA店主

秋の夜長にピッタリ。
自宅のオーディオでゆっくり聴きたいテナー・サックスをどうぞ。

言葉と音楽２

2018年9月音友会音友会Report

雨の街を

ブルースベースライン

「くじら座」日記Essay

Addicted to Guitar-7Essay 永瀬  晋

牧野ケント

軽音楽(Light Music)もテーマでコンサートがスタート

　今月のテーマは、低音楽
器の内、バリトン・サックス
の第一人者であるジェ
リー・マリガンを取り上げま
した。 マリガンというと初め
はクロード・ソーンヒル楽団
にアレンジャー兼プレイ
ヤーとして所属。マイルス・
デイビスと交流のあったギ
ル・エバンスもその楽団に
所属していたことから有名
なマイルス九 重 奏 団
（「クールの誕生」）に参加
し、ここでもアレンジャー兼
プレイヤーとして手腕を発

揮しました。 その後、マリガ
ンはニューヨークからLAに
移住し、パシフィック・ジャ
ズ・レコードの創設者リ
チャード・ボックと出会い、
チェット・ベーカーらとオリジ
ナル・ジェリー・マリガン・カ
ルテットを結成する事にな
ります。 また、1960年には
念願のビッグバンドも結成
し、1962年までヴァーブ
レーベルに5枚のアルバム
を残す事になりました。 た
だし、マリガンはあくまでもコ
ンボ編成にこだわる活動を
継続しました。 当日はこの
コンボ編成の内、6枚のア
ルバムから“バーニーズ・
チューン”（写真①）、“プレ
リュード・Ｅマイナー”（写真
②）などの代表曲をピック
アップして聴いてもらいまし

た。 また、曲と曲の合間に
オリジナル・ジェリー・マリガ
ン・カルテットがピアノレス
になった経緯や曲のエピ
ソード等を織り交ぜて解説
させていただきました。 マリ
ガン・サウンドの根底には、
やはりビックバンドにおいて
アレンジャーとして培われた
経験が随所にうかがわれま
す。 テーマ部においてはバ
リトン・サックスとトランペッ
ト、トロンボーンという楽器
の絶妙な音色のからみが
有り、アドリブに入ると片方
の楽器が相方のソロの
バッキングをとるというビッ
グバンドならではの手法を
用いています。 今回レジメ
に記載していたにもかかわ
らず、一部、都合により聞
けなかった曲もあり、その曲

については次回以降に鑑
賞したいと思っています。 
また今月、新たに参加され
た方が持参のＣＤ、1949
年に録音された「JATP
カーネギーホール・ライブ」
（写真③）より“ L e a p  
Here”を鑑賞。 それ以外に
も“アーリーオータム”の
ジョージ・シアリングとウ
ディ・ハーマン楽団の聴き
比べ、そして貴重な米RCA 
Victorの10”LPで男性
ボーカルのエディ・フイッ
シャーによる“I'm Just A 
Vagabond Lover”、 “You 
Call It Madness But I 
Call It Love”（写真④）、
スコット・ハミルトンとエ
ディ・ヒギンズの “ M y  
Foolish Heart”（写真⑤）
等を鑑賞しました。

低音楽器の魅力・その１ バリトン・サックス編

を狙っていて、フュージョ
ンっぽいので、根っからの
ジャズ好きの方は眉をひそ
めるかもしれませんが、理屈
抜きに楽しめるアルバムで
す。ボブ・ジェームスのアレ
ンジ、ロン・カーター(b)、エ
リック・ゲイル(g)、リチャー
ド・ティ(keyb)など、超一流
でバックを固め、タレンタイ
ンがひたすらブローしまくる。
楽しく無い訳が無いですよ
ね。最高にカッコ良いのは1
曲目”Don't Mess With 
Mister T.”。黒 と々した怪し
げなイントロはどこか洗練さ
れた感じがして、「もう、60
年代の音では無いのだ
なぁ」と思ってしまいます。最
後の曲まで隙間なく楽しめ
る当たりは、プロデューサー
のクリード・テイラーに脱帽
です。
　どうですか、家でゆっくり
できそうですか？深いソ
ファーに身をゆだね、眠りに
つく前の45分、スタンリー・
タレンタインのテナー・サッ
クスをたっぷりと浴びてみて
下さい。煩わしい事を忘れ、
本当の自分に少し近づくか
もしれませんよ。

　曲をつくる上で最も大切
なものは葛藤だと言える。幸
せな自分を目指すため、現
状に満足しない心のわだか
まりを放出するとき、心を打
つモノができる。音楽の起
源もそんなところにあるので
はないかと思う。
　こんなことを話している
ミュージシャンがいた。「曲を
つくることは、宙に浮いてい
る言葉をやっと掴んで紡い
でゆくよう」。直接的な言葉
を並べる歌詞は、意味はす
ぐにわかるけれど芸術的と
は言いにくい。言葉と言葉
を紡いだときにできるその
「隙間」に、どれだけ景色を
入れられるかが歌詞の奥深

さを決める。歌
を聴いて、自然
とリスナーに考
えさせる歌詞を
書けるミュージ
シャンこそアー
ティストである
と思う。
　しとしとと降
り注ぐ雨。夜明
けの街を傘を
差しながら歩く
と、「雨の街を」というユーミ
ンの曲がとても心地良い。
感傷的に、それでも前向き
に、この曲は様々な景色を
思い出させてくれる。そんな
芸術が僕は好きだ。
　葛藤に揺れてきた僕の

暮らしも、間もなく変わりそう
だ。これまでとは違った暮ら
しが待っている。小雨の中
を濡れないように歩いてき
た。心を濡らさないように、必
死に隠して歩いてきた。静
かな街の夜明けは近い。シ

ンガーソングライターという、
常に葛藤を抱える仕事を全
うするべく僕は濡れるか濡
れないかの境界線を歩いて
いる。

　お世話になっております。
今月もまたギターを始めたば
かりの方にお勧めなギター
小ネタをソウリーヴ・ミュー
ジック・スクール永瀬がお送
りいたします。
　しっかりと秋を感じられる
ようになってきました。秋の
夜長は皆さん新しいことに
挑戦させる方が増えると思
いますが、教室も入会の方
が増えております。そこで今
月のおすすめフレーズの紹
介でございますギターに関し

ましては、始めたときに直面
する問題として「指が動かな
い」というお話をよく聞きま
す。毎日エクササイズフレー
ズを進めていっても良いの
ですが、やはり退屈さは否め
ませんので、ちょっと曲っぽ
いエクササイズをご紹介した

いと思います。
　今回のテーマは「ブルー
スベースライン」です。
　少し音階の範囲も広く弾
くのは大変かもしれません
が、曲を弾いている感が強
いので、結構続けられると思
いますよ。参考演奏は

Tommy Emmanuel“Guitar 
Boogie”をチェックしていた
だくといいと思います。
　では秋も楽しいギターライ
フをお楽しみください！

ニール・ラーセンと
その仲間たち

11月4日の軽音楽

ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

▲① Look Out/Stanley Turrentiner ▲② That's Where It's At/Stanley Turrentine ▲② Don't Mess With Mr T./Stanley Turrentine

▲演奏中のくじら座、左から牧野くみ、牧野ケント。

▲① Life On The Wire
/Morrissey Mullen

ロックでは珍しいオルガニストのニール・ラー
セン。今月は朋友バジー・フェイトン（Gt）との
バンド「フルムーン」を含め、その周辺にスポッ
トを当てて聴いていきます。

2018年はマイルスとコルトレーンそれぞれの未発表曲を含むアルバムが発売さ
れるなど、いまだに巨匠2人の人気は衰えを知りません。この二人の出会いから
別れまでの5年間に吹き込まれたアルバムから名演の数 を々聴いてみましょう。

▲⑤ スタンダードを唄う/
弘田三枝子

▲④ 世界はテリーを
待っている/
寺内タケシ＆ブルージーンズ

▲③ The Kenny Rankin
Album/Kenny Rankin

▲② It's About Time.../
Morrissey Mullen

　本格的に夏が終わり、秋
の訪れを感じつつある季節
になってきましたね。気付け
ば今年もあと残すところ２ヶ
月となり年末に向かって忙し
なくしている様もなんとなく風
情があってよいな、と思う今
日この頃です。
　そして今月も引き続き外
国から見た日本（の音楽）と
題して少々小話にお付き合
いください。ふとある時に先
月号で紹介した件のベトナ
ムからの外国人留学生に私
のお気に入りの日本のバン
ドについて紹介したことが
あったのですが、聴き始めて
すぐに「つまらない！」と言わ
れてしまいました。（笑）僕とし
ても大人気もなくムキになっ
て「どういうことだ！」と聞き返
してしまったのですが、丁寧
に理由を教えてくれました。
日本のポップスミュージック
はバース、コーラス等の区分
けが曖昧でメロディーが平
坦だ、ということでした。そこ

で引き合いに出されたのが
「Marvin Gaye」と「Tammi 
Terrell」による“Ain’t no 
mountain high enough”と
いう曲でした。確かに、曲を
聴いていくとこの部分が
バースでコーラスとハッキリ
とした区分がされているし、
コーラスの部分で盛り上が
る、若しくはその予兆のよう
なものが分かるのです。ま
た、これは言語的な制約等
があるかと思いますが、メロ
ディーも言葉に合わせて抑
揚があるよな感じにも聞こえ
てきました。普段あまり意識
をして聴いていなかったので
すが、なるほど日本の音楽は
日本語と相まってそのような
特徴があるのかということに
気付いたのです。そして更に
驚いたことは、留学生の彼
が特にこれといった音楽的
な教育を受けたわけでもな
く、このようなことをきちんと
分析できて説明が出来たと
いう事です。

　昨今、私たちの周りでは
音楽に触れる機会はテレビ
もそうだし、どこかの喫茶店
に行ってもそうだし、はたまた
居酒屋にだって行っても音
楽は溢れかえっています。し
かしながら、こんなに音楽に
囲まれた生活をしていてもそ
のような考えを持つ人はきっ
と少ないと思います。（もしか
したら皆さんはそう感じてい
るかもしれませんが…）彼が
どういったことでそのように
感じたかはまだ分かりません
が（日本語が流暢ではない
ので完全なコミュニケーショ
ンがとれないので…笑）音

楽と暮らしについて少し考え
させられた出来事でした。と、
なんだかんだ様々な事を話し
てきたのですが、留学生の
彼の一番好きな音楽は
EDM（エレクトロ・ダンス・
ミュージック）ということでオ
チが付きました。（笑）

のテナー・サックスとジム・
マーレンのギターによる
テーマ部のユニゾン演奏で
心地よい事この上なしで
す。 また、参加者の方々が
持参したアルバムは「ケ
ニー・ランキン・アルバム」
（写真③）、グループサウン
ドで懐かしい寺内タケシの
「世界はテリーを待ってい
る」（写真④）から“世界は
日の出を待っている”、
J-POPはもちろん、ジャズシ
ンガーとしても有名な弘田
三枝子「スタンダードを唄
う」（写真⑤）からスタンダー
ドナンバーの“マック・ザ･ナ
イフ”などいくつかの曲を鑑
賞致しました。

▲① Gerry Mulligan 
Plays Mulligan

▲⑤ My Foolish Heart/ 
Eddie Higgins 
& Scott Hamilton

▲④ May I Sing To You/
Eddie Fisher

▲③ J.a.T.P. 
Carnegie Hall 1949/
Norman Granz

▲② Night Lights/
Gerry Mulligan

Marvin gaye&Tammi terrell「Ain't no mountain high enough」▲
紹介してくれた曲のLP

▲CRCK-LCKS「Double Rift」私が紹介したバンド

▲ジェリー・マリガン

フレドリック・ジョーンズ

（ジャズファンの集い）

11月18日の （ジャズファンの集い）

マイルスとコルトレーンの
出会いから別れまで


